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論文内容要旨

 §序論

 白亜系の放散虫化石の層位学的研究は,特に最近10年間に,世界的規模で急速に進展した。

 そして既に放散虫化石による白亜系の分帯が海洋底やいくつかの陸上の層序断面において行わ

 れ,白亜系の国際対比にとって放散虫化石が極めて有効であることが確認されている。'

 日本においても,最近,特に四万十層群などから白亜紀の放散虫化石が続々と報告されてい

 るが,しかし白亜系一般について言えば,放散虫化石の体系的な層位学的研究がほとんどなさ

 れていない。

 北海道の中軸帯に分布する白亜系の蝦夷層群においては,連続的に重なった地層からなる層

 序断面が得られ易く,しかも保存状態の良好な放散虫化石が多産し,化石層序の研究には好条

 件が備わっている。本論文では北海道の中軸帯の南・中部にそれぞれ位置する浦河及び小平地

 域の蝦夷層群における放散虫化石の層位的分布を扱っている。

 本研究は次のような手順をふんで進めた。

 1〉放散虫化石の個々の種の層位的分布を明らかにする。

 2)調査地域内の対比に有効な放散虫化石のbiohorizonを選定する。

 3)それらのbiohorizonに基づいて化石帯区分を設定する。

 4)浦河と小平地域の白亜系を放散虫化石帯区分に基づき対比する。

 5)設定した化石帯区分と他地域で設定されている化石帯区分とを比較・対照する。

 6)設定した放散虫化石による化石帯区分と調査地域において共産する他の化石による化石

 帯区分との対応関係を明らかにする。

 7)本研究において得られた放散虫化石の記載・分類を行う。

 §調査地域の白亜系堆積物の層序

 浦河地域は日本の白亜系浦河統の模式地である。当地域の白亜系では,粗粒岩相で放散虫化

 石をほとんど産しない上部蝦夷層群の上部を除き,中部蝦夷層群の歌笛層(M1〉,絵笛層(M

 2～M4に細分),および上部蝦夷層群の浦河層(UO,U1に細分)を調査対象とした(付図参

 照)。いずれも泥岩が主体であり,砂岩層および砂岩・泥岩互層を挾在する。小平地域において

 は,中部蝦夷層群のほとんど(Mb～Moに細分)と上部蝦夷層群の大部分(Ua～Ukに細分)

 を扱った(付図参照)。その岩相は浦河地域と同様,泥岩が主体であるが,浦河地域の泥岩が主

 として粘土岩であるのに対し,小平地域はシルト岩の占める割合が比較的大きい。

 §試料の採取と室内作業

 浦河地域において10の層序断面,小平地域においては1層序断面を選定し,それぞれの断面
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 より原則として20mの等層位間隔で岩石試料の採取を行った。試料をそれぞれの岩相に応じ,・

 硫酸ナトリウム法とナフサ法の併用,あるいはフッ化水素酸法,酸溶解法などで処理し,250

 meshの籠上に残った粗粒部分をスライドグラス上にばらまき,封入して生物顕微鏡を用い化

 石個体を観察・同定した。また同時に,化石個体を拾い出し,走査型電子顕微鏡を使用した観

 察をも行った。生物顕微鏡は主に殼の内部の構造を,走査型電子顕微鏡は殼の外部の形状を観

 察するために用いた。

 §放散虫化石による白亜系の分帯

 地層の対比にとって信頼しうるbiohorizonを選定するために個々の種の層位的分布範囲お

 よび産出頻度を明らかにした。そして種の出現と消滅に基づいた8っのbiohrizonを,特に放散

 虫化石を比較的豊富に産する浦河地域の層序断面において認定し,それに基づき8っの化石帯

 (うち1っは2踊帯に細分)を設定した(付図参照)。設定した化石帯は下位より,1乃lo6ηψ'ooα一

 n才z`窺δα7肋`匹Th`zn`z7融oo躍ガ6召Zone,1)鹿z6α盟ihoαψsαα轡。匁召`z-Tlzθノ2`zκα8'召98"'露siアn4Zone,

 E麗型ガng島`〃2sρ1nosz`〃¢Zone,∠万。之ソ。別〃πzノわnnosαZone(Ez`olγガ161ガz`,n6∂規α孟s2`〃zo!oガSubzone

 と、由τh8召osρoηgoρ7z{nz槻鋤θ7痂!槻Subzonelこ細分),Sσ'`in必。"z槻ノb∬∫」奮Zone,

 /1κhα召05ρon8・o汐7κn言併z!万力'3〃nZone,0γ扉6z`イ⑳"?昭σ%α4箔とz彪,5φongos彪鋸η偲6∂hoた々αガゴ。・

 σ72s酉Zoneである。

 §設定した化石帯区分に基づく,浦河と小平地域の白亜系の対比

 設定した化石帯区分に基づき,浦河地域のM1の中・下部はおよそ小平地域のMb～Mdに,

 M1の上部はほぼMeとMfの下部に,M2とM3はおよそMfの上部～Moに,M4はほぼUa

 ～Ucに,UoはUd-eの下部に,U1はおよそUd一一eの上部～Ukにそれぞれ対比された(付

 図参照)。

 §設定した化石帯区分と他地域で設定された放散虫化石帯区分との比較・対照

 まずRiedelalldSanfilipPo(1974)がDSDP(深海掘削計画)のLeg11,15,17,25,27に

 おいて得られた試料および若干の陸上の試料をもとにして設定した化石帯区分,およびFore-

 man(1975,1977)が北西太平洋の海洋底におけるDSDPLeg32と大西洋の海洋底の多くのLeg

 において設定した化石帯区分とを比較・対照すると,筆者の∬oio岬μ06θn磨ηδ曜わ麗

 Thαno7如ご。勉躍Zone～∠)10砂。別1!瓶力7η20銀ZoneはRiedelandSanfilipPoの0'4yo〃zi'鯉

 ∂召n幽ZoneあるいはForemanの01め'o雁惚so解ρh認めZoneにまた筆者のSσz∫1noδo〃3`7n

 /bssガ傭Zone～融伽gos舌側n`s6∂hoh々認40召n諮ZoneはRiedelandSanfilippoおよびFore-

 manの且君os6γ06'z`規尻7,1αZoueにそれぞれ含まれる。

 次にDumitr1ca(1975)がルーマニアにおいて認めた2つの“化石帯ケと筆者の化石帯との対
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 応づけを試みると,Dumitricaの壬10!ooη瞬ooon∫襯飽7加古以!～め卯oz`Zα'z槻“Zbn〆は筆者

 の1)毎回η'ho6砂sα召㎎朋20-丁肋欄7」召8i89σn!むs助zαZone～動'脚伽9ズz`"zsρi,70s2捌Zoneの下

 部に,∬oJoo吻∫oo召η勉窺n`zn㍑1陀一五沈。εnかη直ylo7π`zoθ1207%αn`z“Zone"はEε`ミyγingJz∫蹄zsρガπos3`"?

 Zoneの上部にそれぞれ含まれることが判明した。

 最後にPessagno(1976)がカリフォルニアで設定した化石帯区分との対応関係を検討した結

 果を以下に示す。筆者の∬olo6ηψ!ooo初～'"zわθプ厩舎丁肋襯吻60,沈αZone～Dぬ6催!hoo砂so

 8㍑8i8n2α一71hαnα7危θ」89召n漉s1解αZoneはPessagnoのC硲si48z`s7勿4否々Subzoneに,E3燭'ガn-

 91%鈴zs望り」難os%窺ZoneはQ34n(7㍑80召ρsz記名ノ毎s1)ガnosθSubzone～ノ1あ8zフ'～∫フηs'4)8フわ2`"2Zoneにほ

 ぼ相当する。筆者の.0幼10痂ケ。カη%osθZoneはカリフォルニアの化石帯のどれに相当するか

 は不明である。筆者のSg34n必olZ3槻ノbss∫∂蛤Zone～・4名6hα80sρongo1フη`n7`n¢々ゆ1言耀Zoneは

 Pessagnoの且Jf6"宛`"3力箔029σ!10z槻璽Zoneに,0めか634⑳フ7noσz`認7η'αZoneは、4!i8∂11〃,?

 g召IJo躍のノfZoneにそれぞれ相当し,また5φongos'側,鰯`∂1zoh肋f408η爵ZoneはCフ?`oθJJ¢

 召s助π08η爵Zoneにほぼ含まれる。

 §放散虫化石帯の時代

 上述の放散虫化石帯区分に基づいた国際対比により,設定した放散虫化石帯に対してその時

 代を決定した。∬oloo卯'ooα漉〃n加治%差Thα麗吻ooフ2加Zolle～Z)耽αnオho昭鎚召ε“g8麗g-

 Thαnα7如θ'召9召n漉sf規αZoneはほぼ1ateAlbian～earlyCenomanianに,E郷yガn4観」z

 帥i%o膨御Zone～Z)ガ。'yo吻'昭知フ初os召ZoneはlateCellomanian～Turollianに,Sσ漉n勧。ム

 Jz4ηzノわssJl丞ZoneはConiacianに,0,わf6㍑」〃わ7窺`z(1z``z`ノηz18ZoneはSantoninaOこ,5カongosfαz`一

 規s6∂ho肋。才402n諮ZoneはおそらくCampallianに,それぞれ決定された。

 §他の化石による化石帯区分と設定した放散虫化石帯区分

 調査地域において共産した大型化石(特に1110cerami)と浮遊性および底生有孔虫化石の産出

 に基づき,Matsumoto(1977)が北海道の上部白亜系において認定したInoceramiの化石帯区分

 およびMaiyaandTakayanagi(1977)が同じく北海道の白亜系において設定した有孔虫の化石

 帯区分と本研究で設定した放散虫の化石帯区分との対応関係を明らかにし,それぞれの化石に

 よる時代観の比較を試みた結果,放散虫化石と有孔虫化石による時代観はほぼ一致し,放散虫

 化石とInoceramiによる時代観は,TuronianとConiacianの境界を除いてほぼ一致した。

 §放散虫化石の記載・分類

 本研究で行なった放散虫化石の分類は,属より高いレベルではRledel(1967,1971)が設定し

 た分類体系を基礎にし,他の幾人かの著者によって提唱された分類体係による補充を行ってい

 る。Pessagno(1976,1977)が確立した分類体系,すなわち走査型電子顕微鏡を用い,殻の外部
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 の形状に基づいてなされた分類体系は主に属のレベルで採用した。計97種(うち16種は新

 種)を生物顕微鏡と走査型電子顕微鏡を用い同定した。新種については詳細な記載を行い,そ

 の他の種についてもそれらの特徴の記載と共に写真を示した。
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 論文審査の結果の要旨

 プランクトンの微化石による地層の分帯と広域対比に関する研究は,今世紀後半に入って急

 速に発展した分野である。世界的に見ると,新生界・中生界の放散虫化石層位学の方面で最近

 特に著しい貢献が行われている。しかし,わが国においては新生界に関する研究は漸く活発化

 したものの,中生界に関するものは緒についたばかりであるといってよい。竹谷陽二郎提出の

 論文は,日本列島を通じて海成白亜系が最も典型的に連続して発達する北海道中軸帯地域にお

 いて,放散虫化石の層位的分布を追究して,化石層序に基づく中・上部白亜系の化石帯区分を

 行い,詳細な国際的対比を論じたものである。

 北海道中軸帯には,日本列島における白亜系の標準的地層群が分布しているが,浦河地域の

 白亜系はその代表的存在である。竹谷はここで岩相層序の綿密な検討を行い,化石資料を系統

 的に採集・分析した。これによって放散虫群の層序を確立し,地層分帯の規準面として特徴的

 な種の出現・消滅の層準を選定して,放散虫化石帯を設定した。さらに小平地域においても同

 様な手続のもとに,化石層序を検討し,浦河地域との対比を行った.両地域を通じてみると,

 小平地域の中部蝦夷層群では浅海性堆積層の卓越のため放散虫化石帯の発達は不良である。

 次に,北海道において設定した化石帯区分と,これまでに太平洋・太西洋の深海底堆積物お

 よびヨーロッパ,カリブ海沿岸地域,オーストラリア,インドネシア,カリフォルニア等の陸

 上の白亜系の研究に基づき設定されている3種の化石帯区分(RiedeiandSanfilipPo,19741

 Foreman.1975,1977;Dumltrica,1975)との詳しい比較対照を行った。この結果,標準年代

 層序区分との対照の下で,これらの放散虫化石帯区分の相互関係が明確になり,北海道の区分

 はAibia11階より下部Campanian階にまたがるものであること,他の3種の区分に比しはるか

 に細密な区分であることが明らかになった。さらに,調査地域における他種の化石,すなわち

 軟体動物および有孔虫による化石帯区分との対応関係を吟味し,それぞれの化石に基づく時代

 観を比較して,3者がほぼ一致することを確かめ,放散虫化石帯による国際対比の信頼性の裏

 付けを行った。

 後半の分類学的研究においては,生物顕微鏡による殼の内部構造,走査型電子顕微鏡による

 外部形態の分類法を併用し,旧来の分類体系の総合化を試み,16新種を含む97種の放散虫を記

 載した。

 以上,日本の白亜系において初めて独自の放散虫化石帯区分を行い,他に類のない細密な区

 分単位を設定したことは,放散虫化石層位学への貢献のみならず,白亜系研究を一段と深化さ

 せたものと評価される。これは竹谷陽二郎が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力

 と学識を有することを示すものであワ,よって竹谷陽二郎提出の論文は理学博士の学位論文と

 して合格と認める。
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